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笛JIIブロック交流研究会
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「小中の連携を深めるとともに，

地域の様子や子どもたちの実態を知り 指導に生かしていこう」

I 主題設定の理由

同じ笛JIf地区で学ぶ児童・生徒をともに教育していくという立場から，児童・生徒

の基盤である地域の臨地研修や今日的な課題に迫る学習会，小中学校の授業参観・交

流会を計画，実践していく。こうした活動から，教師関の連携を深め，児童・生徒へ

の理解を図るとともに，系統的な教育活動をめざしていきたい。

E 研究の内容

1 第 1回ブロック交流研究会

( 1 )日時 8月 2日(金 13 30"-' 

( 2 )場所 牧一小，牧二小，三富小地区

( 3 )目的 地域の歴史や文化，自然について学び地域を理解するとともに，今後

の学習指導に生かす。

( 4 )内容(臨地研修)

牧一小学区「地域の文化財見学J 講師:三津達也様(市生涯学習課)

牧ニ小学区「こんにゃく作り J 講師:岡久様(地区在住)

三富小学区「大獄山見学J 講師:日原盛幸様(宮可) 湯本光子様(地区在住)

2 第 2回ブロック交流研究会

( 1 ) 日時 1 1月 13日(水 13 40"-' 

( 2 )場所 笛 JIl中学校

( 3 )目的 中学校の授業を参観し，生徒の様子を把握する。学習や生活の様子を

報交換することで地域の教育的課題を明らかにし，今後の教育活動に生

かす。

( 4 )内容

[授業参観〕

1年 1組 英語 Unit 7 I疑問認を使ってみよう j 辻由樹教諭

1 2組 数学 4章「比例と反比例 j 比例の利用 佐々木英司教論

3年 1組 数 5章「棺似な図形J 溜井幸政教論

3年 2組 英語 Unit 5 I分認の後置修飾・間接疑問J 初鹿野要一教諭

3年(特支) 社会 「わたしたちのくらしと民主政治J 武井晴彦教諭
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[博報交換会〕 授業者より

各校より児童・生徒の学習や生活の様子

小中の連携に関した課題について 等

3 第 3回ブロック交流研究会

( 1 ) 日待 l丹 21臼(水 14 1 5 ~ 

( 2 )場所 牧丘第二小学校

( 3 )目的 小学校の授業を参観し，児童の様子を把握する。地域教材や地域学習

の実践を学び，今後の教育活動に生かす。

( 4 )内容

[授業参観) 全校音楽 竹Jlf美和教諭

{情報交換会) 牧二小の全校音楽・ふるさと学習について

田 成果と課題

1 成果

地域教材の紹介「金子文子J 講師:山下牧郎様

(中牧地区老人クラブ会長)

・地域の講師を招いての学習は，大変参考になった。地区の財産を知らずに異動して

しまうことも多いので，臨地研修は貴重な機会である。地区の歴史や文化・自然な

どに触れるよい機会となった。

-小中でお互いの授業を参観できたことは大変良かった。中学校の授業参観では，卒

業生の成長も見取ることができた。中学校へ行ってどのような課題を抱えているの

か等も分かり，今後の指導のヒントになった。小中間の先生方で普段なかなか話す

機会がないので，交流ができて良かった。共通の踏みや子ども遠の成長ぶりを知る

良い機会となった。

-情報交換会では，各校の取り組みや子ども達の様子を知ることができた。子ども達

の様子を知ることは，連携する上でとても有効だと思う。

• 3回のブロック交流を通し地域素材を共有したり児童・生徒への理解を関ったりす

ることができた。子どもたちの数は少なくなっているが，小中連携を活発に取り組

み，地域で 9年間一貫して子ども達を育てていけるとよい。

2 課題

・有意義でかつ負担にならない交流のあり方を進めていきたい。毎年新しいことを行

っていくのは大変だが，同じ事の繰り返しも研究への意識低下につながりかねない 0

・授業参観等では，会場校の負担が重くならないように配慮したい。(指導案等)

・夏季休業中の交流研究会は，中学校の各種大会と重ならないように実施時期の検討

が必要だと思う。また 3回目の時期や全体の回数についても検討が必要だと思う。

(ブロック長 丸山英子)
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